
 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考にしていただきたい書籍――――― 

  

化学物質過敏症 BOOK 

－症状･原因･しくみ･診断･治療－ 

      北里大学名誉教授 宮田幹夫 著 

発行 AEHF JAPAN   1,000円     

  

食品・生活用品リスト 2014年度版 

   －安全な生活をするために－ 

      編集･発行 化学物質過敏症支援センター 

               2,400円 

 生体と電磁波 

      坂部貢・羽根邦夫･宮田幹夫 著 

発行 丸善出版 ㈱ 4,500円＋税 

※以上 3点は CS支援センターで扱っています。 

  

専門病院―――――― 

 

旭川医科大学産婦人科  

     北海道旭川市緑が丘東 2条 1-1-1 

       TEL.0166-65-2111 

  

北里研究所病院 臨床環境医学センター 

東京都港区白金 5-9-1 

 TEL.03-3444-6161 

  

そよ風クリニック 

東京都杉並区荻窪 2-41-12-2階 

     TEL.03-5335-5135 

  ※詳しくは CS支援センターまでお問い合わせください。 

 

ＣＳ支援センター相談窓口―――――――― 

  

  水･金（祝日は除く）045-663-8545 

   10時から 16時まで（12時半～13時半はお昼休み） 

 

 

あなたは 

 化学物質
C h e m i c a l  Ｓ

過敏症
ensitivity

 ＣＳ                

をご存知ですか？ 

 

 

 

 

 

 

欧米では Multiple Chemical Sensitivity 

MCS多種類化学物質過敏症との略称が一般的です。 

 

 

このリーフレットは化学物質過敏症を一般 

の方々に知っていただき、発症者について 

ご理解いただくために製作いたしました。 

内容などについて、お問い合わせは下記ま 

でお願いいたします。 

 

特定非営利活動法人 

化学物質過敏症支援センター （CS支援センター） 

     

〒231-0006 

     神奈川県横浜市中区南仲通 4-39-5階 

     TEL.045-222-0685 FAX.045-222-0686 

      http://www.cssc.jp 

       yokohama@cssc.jp 

 

ＣＳは 2009年 10月に病名登録されました。 

 疾病及び関連保健問題の国際統計分類 ICD-10 日

本版に、中毒の項に分類されて病名登録されました。

ＣＳが有毒物質による身体的な疾病であることが認

められたのですが、社会的な認知、とくに医療界の

ＣＳに対する理解は進んでいません。 

 

子どものほうが危ない！ 

発達障害の子どもが増えています。 

米ハーバード大学の研究チームは、2010年に有機リ

ン系の農薬を低濃度でも摂取した子どもは注意欠

陥･多動性障害（ADHD）になりやすいとの研究結果を

発表しました。 

日本では 1990年代から急増し、文科省の 2012年

の全国調査によれば、学習面や行動面で著しい困難

を示す児童・生徒は通常学級に 6.5％いたとのこと

です。 

化学物質は大人よりも子ども、子どもよりも胎児

に大きな影響を与えます。子どもは空気や食物など

体重あたりに取り込む量が大人よりも多い上に解毒

能力が未発達です。また、背が低いために床にたま

る化学物質を大人よりも吸い込みやすいのです。 

胎盤が多くの化学物質を通してしまうことも分か

っています。胎児には化学物質などに対してとくに

感受性の高い脆弱な時期があります。 

 

除草剤や農薬をむやみに撒くのはやめて 

 農林水産省は平成 19年（2007年）「住宅地等にお

ける農薬使用について」という通達を各都道府県知

事あてに出しました。環境省でも「このような所で、 

周囲を気にせず農薬を散布していませんか？」とい

うリーフレットを出しています。農業において日本

は単位面積当たりの農薬使用量が世界で最も多い

国。家庭での消毒や殺菌もつまりは同じ農薬です。 

あなたが庭に撒く除草剤は、あなたにつながる子

どもたちの未来をも摘み取るのです。 


